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お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す

出
前
講
座

出
前
講
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２
つ
の
給
付
金
の
お
知
ら
せ
で

２
つ
の
給
付
金
の
お
知
ら
せ
で
すす

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し
たた

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
が
見
直
さ
れ
ま

保
険
料
率
が
見
直
さ
れ
ま
すす

子
ど
子
ど
もも
・・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

子
育
て
支
援
事
業
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

虫
歯
・
歯
周
病
を
防
い
で
元
気
に
暮
ら
そ
う

虫
歯
・
歯
周
病
を
防
い
で
元
気
に
暮
ら
そ
う
！！

主
な
内

主
な
内
容容
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役
場
で
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
あ
ま
り
よ
く
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
は
ず
。

そ
こ
で
、
役
場
の
担
当
者
が
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
出
向
い
て
、
役
場
の
仕
事
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
「
出
前
講
座
」
を
通
年
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
町
の
財
政

状
況
や
議
会
の
仕
組
み
な
ど
普
段
は
あ
ま
り

耳
に
し
な
い
お
話
か
ら
、
ご
み
の
分
別
や
水

道
、
健
康
づ
く
り
な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

結
し
た
お
話
ま
で
各
種
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
講
座
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

左
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
39
講
座
の
中
か
ら
、

お
好
み
の
も
の
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
在
住
の
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

れ
ば
OK
！

住
民
会
や
町
内
会
、
サ
ー
ク
ル

や
仲
間
同
士
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時9時

か
ら
21
時
ま
で
の
間
の
、
お
お
む
ね

2
時
間
以
内
で
す
。

※
年
末
年
始（
12
月
12

31
日
～
１
月
５
日
）除
く

場
所
は
町
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
OK
で
す

が
、
会
場
の
予
約
や
準
備
は
、
講
座
を
申
込

み
さ
れ
た
方
で
お
願
い
し
ま
す
。

会
場
の
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
も
、
申
込

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

仕

講
師
の
派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。

仕

講
座
の
資
料
は
、
町
が
用
意
し
ま
す
。

出

前

講

出

前

講

座座

皆
さ
ん
に
役
場
の
仕
事
に
関
す
る

講
座
を
お
届
け
し
ま
す
！

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
6
9
8
5

鯖
盈
5
3
6
2

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

申請書は町の行政ホームページからもダウンロードできます。http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
た
「
お
れ
お
れ
詐
欺
」
の

説
明
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
事
例
の
よ

う
に
う
っ
か
り
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
怪
し

い
と
感
じ
た

ら
同
じ
住
民

会
の
人
や
友

だ
ち
に
相
談

す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、

こ
の
機
会
に

確
認
で
き
ま

し
た
。

平
成
26
年
3
月

26

13
日

ち
ょ
っ
と
待
っ
た

～
我
が
身
は
我
が
身
で
～

東
明
ひ
ま
わ
り
の
会

参
加
者
２６
人

私
た
ち
の
育
児
サ
ー
ク
ル
に
は
子
ど
も
が

３
人
い
る
方
も
多
く
、
人
に
聞
け
な
い
子
育

て
の
疑
問
や
悩
み
を
じ
っ
く
り
保
健
師
さ
ん

に
話
す
こ
と
が
で
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
も
ら

え
た
い
い
機
会
で
し
た
。

今
後
も
、
定
期
的
に
疑
問
や
悩
み
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
６
月
９
日

覚
え
よ
う
！
応
急
手
当

「
１１９
番
す
る
前
に
」

栄
町
女
性
部

参
加
者
12
人

と
っ
さ
の
状
況
で
応
急
処
置
が
で
き
る
よ

う
に
体
で
覚
え
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
消

★
平
成
25
年
度
の
出
前
実
績
★

29
講
座
を
出
前
し
て
、
延
べ
１
千

29

111
人

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
２５
年
５
月

２５

２４
日

元
気
な
子
に
育
て
よ
う

「
生
活
リ
ズ
ム
と
子
ど
も
の
成
長
」

育
児
サ
ー
ク
ル
マ
ミ
ィ

参
加
者
４
人

講
座
内
容

元気な子に育てよ元気な子に育てようう
「生活リズムと子どもの成長「生活リズムと子どもの成長」」

jich
i@
to
w
n.kam

ifu
rano
.lg
.jp

受
講
し
ま
し
た
！

～
皆
さ
ん
の
感
想
か
ら
～

防
署
の
方

か
ら
実
技

を

交

え

て
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い

方
と
心
肺

蘇
生
の
処

置
を
学
び

ま
し
た
。
以
前
の
処
置
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
の
で
、「
学
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
の

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。
繰
り
返
し
の
実
践
が

大
事
と
の
こ
と
な
の
で
、
今
後
も
定
期
的
に

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ちょっと待った～我が身は我が身でちょっと待った～我が身は我が身で～～

覚えよう！応急手覚えよう！応急手当当
「119番する前に「119番する前に」」

場
所
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担 当主 な 内 容講 座 名№

企画財政班

今年の町の仕事と財政状況を「上富太郎さん」のお
宅の家計に例えて

これならわかる上富良野の台所事情 「上富太郎家の家計」1

本年度整備を計画している、農村部のブロードバ
ンド環境整備の内容をわかりやすく説明

農村部ブロードバンドの利活用について2

基地調整室

災害に関する知識から町の災害対策、家庭での備
えまで

自然災害～備えあれば憂いなし 「防災は日頃の心構えから」3

平成25年度に改訂された、町や町民が共に行動し
「ひとりの犠牲者も出さない」体制づくりをめざ
す防災計画についてわかりやすく説明

上富良野町地域防災計画について4

町と自衛隊の関係性を知り、考えるまちと基地とのかかわり 「共存共栄のまち」5

税務班町税のあらましから、知って得する豆知識まで身近な暮らしの税知識 「これだけは知っておきたい税制度」6

総合窓口班
知っているようで知らない国民健康保険・後期高齢
者医療・国民年金の３制度を解説

はいって安心 「医療保険・年金制度」7

生活環境班

資源回収によるごみの減量化、資源リサイクルに
よる地球環境の保護、新たに加わった小型電子機
器の回収品目や出し方などについて説明

資源回収について8

町内の交通事故・犯罪発生状況、消費者相談の豆知
識、振り込め詐欺などの注意喚起

ちょっと待った～我が身は我が身で9

ごみの分別・収集、リサイクル、埋め立て処分まで町をきれいに、ごみの分別方法10

自治推進班
協働のまちづくりの必要性と事例紹介みんなが主役「協働のまちづくり」11
広報誌はどうやって作ってるの？ 広聴事業って
どんなことをしてるの？

まちの広報広聴について一緒に考えよう！12

健康推進班
福祉対策班

今、多い「うつ」とは？ こころの病気の予防と周
囲のかかわり方

こころの健康づくり13

健康推進班

子ども特有の病気と予防のおはなし子どもを病気から守ろう「最近の感染症・予防接種・救急のはなし」14
動脈硬化症の要因LDLコレステロールを知り、生活
改善方法を学習

悪玉コレスレロール ＬＤＬって何者？15

糖尿病の発病メカニズムを学び、予防しよう増えている糖尿病「糖尿病とはどういう病気なのでしょうか？」16
高齢化とともに罹患率が高くなる筋骨格疾患の現
状分析と予防法

40～50代から考える変形性膝関節症「若い頃から関節を守る」17

地区別の健診結果分析から生活習慣を考える私の地区の特徴「健診結果から見える地区の特徴」18
健康に欠かせない「野菜」。なぜ１日野菜350ｇ以
上が必要なのか、野菜の食べ方などを学ぼう！

今日から食べよう１日「野菜350ｇ」19

乳幼児・学童・思春期における望ましい食生活につ
いて、日本の食文化とマナー、朝食の大切さ、栄養
の基礎、野菜の栄養、カルシウムの必要性などを中
心に説明

「食育のすすめ」乳幼児・学童・思春期の食生活20

65歳未満の死亡原因第1位、がん。予防のための生
活習慣の改善と検診受診のすすめ

受けようがん検診「がんから守る生活」21

とっても働き者の臓器、肝臓。ウイルス性肝炎や
脂肪性肝炎の予防のポイント

大事な臓器・肝臓！「肝炎を知り、肝臓を守る」22

生活リズムが子どもの身体的・精神的成長に与える
影響とは…

元気な子に育てよう「生活リズムと子どもの成長」23

平成２５年２月に策定された「健康かみふらの２１計
画」。健康課題を明らかにすることで目標を設定
し、町民とともに取り組む、今後１０年間の上富良野
町の健康増進計画を説明

健康かみふらの２１計画（第二次）について24

福祉対策班

障害者自立支援制度の仕組み、サービスの利用方
法

これで安心！「障がい者の自立支援制度」25

安心して暮らせる地域福祉社会をめざし策定され
た「地域福祉計画」について説明。地域福祉を取り
巻く現状や施策の展開についてなど

地域の福祉力を向上させよう！26

成年後見制度とはどんなときに利用するのか、仕
組みや利用の仕方、後見人の仕事について説明

知って安心！「成年後見制度」27

高齢者支援班
介護保険制度、介護保険事業計画の概要と介護予
防事業、在宅福祉サービスの内容

ここが知りたい介護保険 「してもされても安心人生」28

建設班

耐震強度基準の移り変わりと耐震改修の重要性、
町内で想定される地震と被害の概要

わが家は大丈夫？「地震に強い家づくり」29

上富良野の美しい景観を守り、育み、次世代へ引き
継ぐために

美しい景観を守り「景観づくり」をしよう30

上下水道班

上富良野の水道水はどこから来て、どのように浄
化して各家庭に配水されるのか

みんなの水道31

家庭から出た汚水はどこに行き、どのように処理
されるのか、下水道の働きと仕組み

みんなの下水道32

議会事務局
町の予算や条例など、重要案件を最終決定する町
議会。そのプロセスをわかりやすく

こうして決まる町の議会33

消防署救急救助係
応急手当の基礎知識、救急車の呼び方、心肺蘇生法
や止血法など、いざというときのために

覚えよう！応急手当 「１１９番する前に」34

消防署指導係
実際の火災事例から学ぶ助かるための避難方法と
は。消火器取扱訓練や煙体験訓練も

覚えよう！住宅防火 「１１９番する前に」35

社会教育班
放課後クラブ・放課後スクール事業の内容放課後クラブ・放課後スクールって、どんなところ？36
図書館ってこんなところ。図書館の催し物や蔵書
のご紹介

読書は楽しい！ 図書館を活用しよう37

学校教育班
健康推進班
子育て支援班

子どもの成長を記録するために町が配布する、育
ちと学びの応援ファイル「すくらむかみふ」の概要
と活用法

「すくらむかみふ」の活用について38

町立病院地域医療を守る町立病院の役割と医療体制安全・安心なまちで暮らしたいから39

̤එ̫ιΣνȜ͉̭̻ͣ！

新規

新規

新規

新規

新規

新規
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つ
のの

給
付
金
の
お
知
ら
せ
で

の
お
知
ら
せ
で
すす

ႉ
শ

ছ
給
付
金
₊
ঊ
֗
⅓
ଲ
ఝ
ႉ
শ
අ
႕
給
付
金

平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
の
賦
課
が
確
定

す
る
6
月
に
、
支
給
対
象
者
へ
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

支
給
対
象
者

平
成
26
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方

（
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
、
ま
た
は
税
控
除
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
方
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
方
な
ど
を
除
く
）

支
給
額

１
人
に
つ
き
１
万
円

次
の
方
は
１
人
に
つ
き
５
千
円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
、
平
成
26
年

３
月
分
の
受
給
権
が
あ
り
、
４
月
分
か
５

月
分
の
年
金
の
支
払
い
が
あ
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
受
給
者
で
、
平
成
26
年
１
月
分
の
手
当

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に

は
６
月
の
現
況
届
の
案
内
に
申
請
書
類
を
同

封
し
ま
す
。
公
務
員

に
は
各
職
場
か
ら
案

内
が
あ
り
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
対
象
者

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方

・
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例
給

付
を
受
給（
特
例
給
付
と
は
、
所
得
が
高

額
な
方
に
つ
い
て
児
童
１
人
当
た
り
月
額

５
千
円
を
支
給
し
て
い
る
も
の
で
す
）

・
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
限
度
額
未
満（
※
）

対
象
児
童

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童

手
当
・
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童

（
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と

な
る
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
児
童

な
ど
を
除
く
）

支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

受
給
の
手
続
き

ど
ち
ら
の
給
付
金
も
平
成
26
年
１
月
１
日

時
点
で
住
民
票
が
上
富
良
野
町
に
あ
る
方
が

対
象
で
す
。

区
分（
扶
養
親
族
の
数
）

子
１
人（
１
人
）

夫
婦
と
子
１
人（
2
人
）

夫
婦
と
子
２
人（
３
人
）

限
度
額
の
目
安

８７５
万
６
千
円

９１７
万
８
千
円

９６０
万
円

※【
参
考
】
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額

（
給
与
収
入
ベ
ー
ス
）

申
請
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
窓
口

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
窓
口

拶
盈
６
９
８
７

臨時福祉給付臨時福祉給付金金
子育て世子育て世帯帯
臨時特例給付臨時特例給付金金

所得の低い方所得の低い方の負担を緩和します 子育て世帯子育て世帯の負担を緩和します

低所得世帯 中所得世帯

単身世帯

高齢者世帯

子どもが全員高校生以上の世帯

対象者

4月1日からの消費税率の引き上げに伴い、低所得者と子育て世帯への負担軽減策として2

つの給付金が支給されますが、受け取ることができるのはどちらか１つの給付金のみです。

町
や
厚
生
労
働
省
が
今
回
の
給
付
に
関
し

て
A
T
M
の
操
作
を
お
願
い
す
る
、
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
や
郵
送
を
求
め
る
、
ま
た

現
時
点
で
、
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行
の

口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

町
や
厚
生
労
働
省（
の
職
員
）な
ど
を
装
っ

た
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便

物
が
届
い
た
場
合
は
、
左
記
の
給
付
金
担
当

窓
口
か
富
良
野
警
察
署
拶
鰻
０
１
１
０
、
ま

た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
拶
♯
９
１
１
０
に

迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
も
の
、
振
込
口
座
の
情
報

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
受
け
取

り
に
児
童
手
当
の
口
座
を
指
定
す
る
場
合

は
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
不
要
で
す

給
付
金
の
受
け
取
り
方
法

指
定
さ
れ
た
口
座
に
６
月
以
降（
予
定
）入

金
さ
れ
ま
す

※
金
融
機
関
に
口
座
が
な
い
場
合
な
ど
は
窓

口
で
の
受
け
取
り
も
可
能
で
す

振
り
込
め
詐
欺
、
個
人
情
報

の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

！

２
給付対象イメージ図

中学生以下の子どもがいる世帯
（子育て世帯）

対象者



対
象
者

町
内
で
対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
し
、
居

住
し
て
い
る
方
。

※
現
在
の
所
有
者
が
親
・
子
・
配
偶
者
の
名

義
で
あ
っ
て
も
、
将
来
的
に
居
住
者
へ
の

名
義
変
更
が
見
込
め
る
場
合
も
所
有
者
と

る
施
工
を
条
件
と
し
ま
す

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
と
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
工
事
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
対
象
工
事
」
に

か
か
る
費
用
が
２０
万
円
以
上
の
も
の
を
対

象
と
し
ま
す

・
申
請
は
工
事
を
行
う
前
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
既
に
始
ま
っ
て
い
た
り
、
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
助
成
で
き
ま

せ
ん

・
工
事
は
平
成
27
年
３
月

27

３１
日
ま
で
に
終
了

す
る
よ
う
に
取
り
進
め
て
く
だ
さ
い

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
こ
と
で
、
建
築

基
準
法
に
違
反
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い

そ
の
他

・
助
成
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
回
か
ら
一
部

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
明
な
点

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

・
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
の
助
成
も
引
き
続

き
行
い
ま
す

申
込
期
限

平
成
27
年
３
月

27

３１
日
ま
で

※
郵
送
で
は
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
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の
拡
張
）

・
玄
関
フ
ー
ド
の
設
置
・
取
り
替
え

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
設
置

・
節
水
型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
へ
の
取
り

替
え

許
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
工
事

太
陽
電
池
を
用
い
て
直
接
的
に
電
力
に
変

更
す
る
設
備
の
設
置

※
住
宅
新
築
時
も
対
象
と
な
り
ま
す

対
象
外
工
事

・
屋
根
、
外
壁
、
軒
天
な
ど
の
塗
装

・
省
エ
ネ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
に
該
当
し

な
い
も
の

助
成
額

虚
許
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
工
事
の
費
用
の
１０

％（
２０
万
円
を
上
限
）と
し
ま
す
。

申
請
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

・
工
事
は
、
町
内
に
本
社
が
あ
る
業
者
に
よ

問
合
せ

建
設
水
道
課
建
設
班

拶
盈
６
９
８
１

申
込
書
な
ど
は
町
の
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

住
宅
の
省
エ
ネ
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
、
昨

年
度
終
了
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
住
宅
設

備
機
器
導
入
な
ど
の
費
用
助
成
事
業
を
一
部

変
更
し
て
、
費
用
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
、

高
齢
化
に
備
え
た
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
も
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
を
行
う
場

合
は
、
本
事
業
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

建
設
水
道
課
の
ペ
ー
ジ
→
建
設
班
→
上
富

良
野
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成
金
事
業

h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n.kam

ifu
rano
.h
o
kkaid

o
.

jp

み
な
し
ま
す

※
住
宅
の
所
有
者
や
同
居
し
て
い
る
方
が
町

税
や
町
に
納
付
す
べ
き
公
共
料
金
を
滞
納

し
て
い
な
い
、
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す

対
象
工
事

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
次
の
虚
か
許
の

い
ず
れ
か
の
工
事
を
行
う
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。
工
事
内
容
に
は
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
内
の
施
工
業
者
か

建
設
水
道
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

虚
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

・
窓
の
断
熱
改
修（
内
窓
・
外
窓
・
ガ
ラ
ス

交
換
）

・
外
壁
、
屋
根
、
天
井
、
床
な
ど
の
断
熱
材

を
入
れ
替
え
る
改
修

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修（
手
す
り
設
置
、
浴

室
や
部
屋
の
段
差
解
消
、
廊
下
の
幅
な
ど

許太陽光発電システム工事
太陽光発電システム設備
工事費 120万円

屋根塗装 対象外

虚住宅リフォーム工事
玄関の段差をなくす工事
工事費 20万円

虚住宅リフォーム工事
外壁の断熱材を入れ替え
工事費 190万円
（仮設置+材料費+施工費）

助助成額の計算方助成額の計算方法法

虚住宅リフォーム工事分
対象工事費
190万円+20万円＝210万円（消費税含む）
助成額
210万円×10％＝21万円

ただし、上限額は20万円なので20万円
許太陽光発電システム工事分
助成額

120万円×10％＝12万円

合計 虚20万円+許12万円＝ 32万円32万円

住宅リフォーム
太陽光発電システム

住住宅リフォー住宅リフォームム
費用費用をを

助成しま助成しますす
上富良野町住宅リフォーム等助成金事業
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
自
営
業
者
な
ど

を
中
心
に
多
く
の
方
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
制
度
で
、
か
か
っ
た
医
療
費
は
加
入
者

の
皆
さ
ん
に
納
付
い
た
だ
い
た
保
険
税
で
賄

わ
れ
、
突
然
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て

加
入
者
同
士
が
支
え
合
う
医
療
制
度
で
す
。

国
保
事
業
は
特
別
会
計
を
設
け
て
他
の
事

業
と
区
分
し
て
運
営
さ
れ
、
医
療
費
の
増
加

な
ど
に
よ
っ
て
不
足
し
た
財
源
は
、
法
律
に

基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
国
や
都
道
府
県
な
ど

か
ら
の
補
助
以
外
は
、
保
険
税
で
賄
う
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

改定額（率）改定後改定前内 訳

1.5％7.4％5.9％所得割
医
療
分

－37.0％37.0％資産割

4,000円29,000円25,000円被保険者均等割

2,000円25,000円23,000円世帯平等割

0.6％2.6％2.0％所得割
支
援
分

－12.4％12.4％資産割

1,500円9,300円7,800円被保険者均等割

2,000円9,000円7,000円世帯平等割

－1.6％1.6％所得割
介
護
分

－7.8％7.8％資産割

－9,200円9,200円被保険者均等割

－6,000円6,000円世帯平等割

酸国民健康保険税改定の内容（年額）

ご理解をお願いしまご理解をお願いしますす

問
合
せ

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

近
年
は
高
齢
化
の
進
行
や
医
療
技
術
の
高

度
化
な
ど
に
よ
り
国
保
の
医
療
費
が
年
々
増

え
続
け
る
反
面
、
低
迷
が
続
く
地
域
経
済
の

影
響
な
ど
に
よ
っ
て
加
入
者
の
所
得
に
は
伸

び
悩
み
が
見
ら
れ
、
低
所
得
階
層
に
属
す
る

方
の
加
入
割
合
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
の
必
要
性
が
高
ま
る
高
齢
層

に
要
す
る
費
用
の
増
加
が
続
く
一
方
、
高
齢

者
を
支
え
る
若
年
層
の
加
入
減
少
に
よ
っ
て

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
、
不

安
定
な
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
、
多
く
の
加
入
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
と
し

て
今
後
も
安
定
的
に
国
保
事
業
を
維
持
・
継

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
保
険
者
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
か
ら
の
「
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
よ
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
っ
て
、
各

健
康
保
険
者
に
対
し
て
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
町
で
は
、
国
保
加
入
者
を
対
象
に
学
習

教
材
を
用
い
た
保
健
指
導
の
取
り
組
み
や
４０

歳
未
満
の
希
望
者
に
対
し
て
の
健
診
実
施
、

健
診
結
果
に
基
づ
く
傾
向
・
対
策
の
分
析
な

ど
積
極
的
な
保
健
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
２４
年
度
の
法
定
報
告
で
は
上
富
良

野
町
は
受
診
率
70.3
％
、
保
健
指
導
実
施（
終

了
）率
81.8
％
と
全
国
・
全
道
平
均
と
比
べ
て

極
め
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
保
健
事
業
に
よ

る
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の
予
防
を

通
じ
、
医
療
費
の
抑
制
・
軽
減
に
努
め
て
き

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
保
事
業
の
実
質
的
な
収
支
不

足
分
に
つ
い
て
は
保
険
税
率
を
改
定
せ
ず
、

貯
金
に
当
た
る
「
財
政
調
整
基
金
」
を
取
り

崩
す
こ
と
で
賄
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
平
成
22
年
度
末
に
は
基
金

も
底
を
尽
き
、
平
成
23
年
度
に
８
年
ぶ
り
と

な
る
税
率
の
改
定（
平
成
23
年
度
か
ら

23

25
年

度
ま
で
の
３
か
年
の
財
政
改
善
の
た
め
）を

行
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
も

収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
、
現
在
の
税
率
の
ま

ま
今
後
も
事
業
を
継
続
し
た
場
合
、
平
成
29

年
度
ま
で
の
４
年
間
の
財
政
見
通
し
に
お
い

国
民
健
康
保
険
に
は
所
得
が
基
準
額
以
下

の
世
帯
へ
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
被

保
険
者
に
か
か
る
「
均
等
割
」
と
世
帯
に
か

か
る
「
平
等
割
」
に
つ
い
て
７
割
・
５
割
・

２
割
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

所
得
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
軽
減
適
用
対
象

と
な
る
方
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
減

収
と
な
っ
た
分
に
つ
い
て
は
、
町
が
一
般
会

計
か
ら
国
保
会
計
へ
全
額
繰
り
入
れ
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
財
政
支
援
を
講
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
保
険
税
率
の
改
定
は
、
今
後
の
国

民
健
康
保
険
の
運
営
上
、
必
要
不
可
欠
と
な

る
財
政
負
担
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

加
入
者
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
と

国
民
健
康
保
険
税
と
はは

税
率
改
定
の
必
要

税
率
改
定
の
必
要
性性

こ
れ
ま
で
の
取
り
組

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
みみ

国
保
を
取
り
巻
く
状

国
保
を
取
り
巻
く
状
況況

て
約
２
億
円
の
累
積
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
は
特
に

25

60
～

25

60

70
歳
代
の

高
額
給
付
が
頻
発
し
て
お
り
、
更
に
高
齢
化

が
進
展
す
る
と
「
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
は
ず
の
国
保
制
度
の
運
営

は
財
源
不
足
に
よ
っ
て
、
危
機
的
な
状
況
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

低
所
得
世
帯
へ
の
支

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援援

ご
理
解
と
ご
協
力

ご
理
解
と
ご
協
力
をを

お
願
い
し
ま

お
願
い
し
ま
すす
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平成26年4月1日から
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司司司年年間間保険料額の保険料額の例例

蚊 広報かみふらの２０１４.5

被保険者の皆さんにお支払いいただく保険料は、２年ごと

に定める保険料率をもとに決めることになっています。平成

26・27年度の年間の新しい保険料率は次のとおりです。

増減平成26・27年度平成24・25年度

＋3,763円
（年間）

51,472円
（年間）

47,709円
均等割
（全員が等しく負担）

▲0.09％10.52％10.61％
所得割
（所得に応じて負担）

＋2万円57万円55万円
賦課限度額
（年間保険料の上限）

所得が次の金額以下の世帯軽減割合

33万円＋（24万5千円
×世帯主以外の被保険者数）

※単身世帯は該当しない
5割軽減

33万円＋（35万円×世帯の被保険者数）2割軽減

所得が次の金額以下の世帯軽減割合

33万円＋（24万5千円
×世帯の被保険者数）

※単身世帯も該当します
5割軽減

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）2割軽減

平成26年度から

平成25年度まで

師

前年度比平成26年度軽減割合所得が次の金額以下の世帯

＋約400円5,147円9割
33万円かつ被保険者全員が所得が0円

（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

＋約600円7,720円8.5割33万円

＋約1,900円25,736円5割33万円＋（24万5千円×世帯の被保険者数）

＋約3,000円41,177円2割33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）

①均等割の軽減 世帯の所得に応じて4段階あります（実際の算定時には100円未満切り捨てとなります）。

保険料は被保険者が等しく負担する「均等割額」と、所得

に応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。

③被用者保険の被扶養者だった方の軽減

①単身世帯の場合

前年度比平成26年度所得割
軽 減

均等割
軽 減年金収入

＋400円5,100円－9割80万円

＋600円7,700円－8.5割153万円

＋500円15,600円5割8.5割168万円

▲12,600円46,500円5割5割192万5千円

＋2,800円67,400円5割2割203万円

▲6,800円71,600円5割2割211万円

▲7,100円104,200円－2割213万円

＋3,200円115,600円－－214万円

前年度比平成26年度所得割
軽 減

均等割
軽 減

区
分

夫の
年金収入

＋400円5,100円－
9割

夫
80万円

〃〃－妻

＋600円7,700円－
8.5割

夫
153万円

〃〃－妻

＋500円15,600円5割
8.5割

夫
168万円

＋600円7,700円－妻

▲12,700円56,200円5割
5割

夫
211万円

▲12,400円25,700円－妻

▲13,000円93,000円－
5割

夫
217万円

▲12,400円25,700円－妻

＋2,200円130,500円－
2割

夫
238万円

＋3,000円41,100円－妻

▲7,500円151,600円－
2割

夫
258万円

▲6,600円41,100円－妻

＋2,800円162,900円－
－

夫
259万円

＋3,700円51,400円－妻

※年度の途中から加入した場合は、加入した月からの月割で計算します

②所得割の軽減 被保険者個人の所得で判定します。

軽減割合所得が次の金額以下の方

5割所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

加入時に被用者保険（主にサラリーマンが加入してい

る健康保険）の被扶養者だった方には所得割はかからず、

均等割が9割軽減になります。

②夫婦2人世帯（ともに被保険者）で、妻の年金収入が80万円

以下の場合

均等割
被保険者1人当たりの額

51,472円

所得割
被保険者本人の所得に応じた額

（平成25年中の所得－33万円）×10.52％

1年間の保険料
100円未満切り捨て+ ＝

・軽減割合は被保険者と世帯主

の所得の合計で判定します

・被保険者ではない世帯主の所

得も判定対象となります

司司司保険料の軽保険料の軽減減

☆平成2６年度の保険料額は7月に個別にお知らせします。

問合せ 北海道後期高齢者医療広域連合拶011‐290‐5601・町民生活課総合窓口班拶盈6985

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制後期高齢者医療制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

ご理解をお願いしまご理解をお願いしますす

司司司保険料率が変わりまし保険料率が変わりましたた 司司均等割軽均等割軽減減（2割（2割・・5割）の5割）の範囲拡大範囲拡大

司司保険料の計算方保険料の計算方法法（平成26年度（平成26年度））



広報かみふらの２０１４.5 俄

国では現在、幼児期の学校教育・保育、地域の子育て支援を総合的に

推進するため、子ども・子育て支援新制度の取り組みを進めています。

上富良野町においても新制度に合わせた町の子育て支援事業計画を策

定するため、小学校3年生以下のお子さんのいる家庭を対象に昨年12月

アンケート調査を実施し、このほど集計作業が終了したことから、調査

を担当した保健福祉課の吉岡雅彦子ども・子育て担当課長と、安井民子

子育て支援班主幹に、その結果について聞きました。

―
調
査
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

―
結
果
の
中
で
特
徴
的
な
点
は
？

９
割
以
上
が
お
母
さ
ん
か
ら
の
回
答
と
な

り
ま
し
た
が
、
父
母
と
も
に
子
育
て
に
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
が
約
７
割
で
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
「
子
育
て
に
最
も
影
響
す
る

環
境
は
家
庭
」
と
答
え
て
お
り
、
子
育
て
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

―
計
画
策
定
に
向
け
て
の
思
い
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い

今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

「
上
富
良
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
を
作
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
単
純

な
集
計
数
値
だ
け
に
頼
る
こ
と
な
く
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
よ
く
考
え
、
親
の
思
い
に
寄
り
添
え
る
、

そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
を
展
開
し

て
い
く
計
画
に
で

き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
町
の
子
育
て
環
境
の
満
足
度
は
？

上
富
良
野
町
の
子
育
て
環
境
や
支
援
の
満

足
度
で
は
「
普
通
」
が
約
40
％
、「
ほ
ぼ
満

足
」
が
約
30
％
、「
と
て
も
満
足
」
が
約
３

％
と
思
っ
て
い
た
よ
り
も
満
足
度
が
高
い
結

果
が
う
れ
し
か
っ
た
反
面
、
就
学
児
童
で
は

7.1
％
が
「
と
て
も
不
満
」
と
答
え
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
は
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
と
…
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
い
た
だ

け
な
か
っ
た
約
４
割
の
ご
家
庭
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
も
し
か
す
る
と
「
子
育
て
に
関
心

が
な
い
」
と
か
「
回
答
す
る
余
裕
も
な
い
ほ

ど
仕
事
や
子
育
て
の

負
担
が
大
き
い
の
で

は
」
な
ど
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
が
進
む
中
「
祖
父
母
な

ど
の
親
族
に
み
て
も
ら
え
る
」「
配
偶
者
や

親
族
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
」
と
い
う
回
答

が
多
く
、
子
ど
も
を
抱
え
る
親
、
そ
し
て
家

庭
が
社
会
の
中
で
孤
立
し
て
い
な
い
実
情

は
、
ひ
と
つ
の
安
心
材
料
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
上
富
良
野
町
で
取
り
組
む
必
要
が

高
い
子
育
て
施
策
に
関
す
る
設
問
や
自
由
記

述
で
は
、
小
児
医
療
の
充
実
を
望
む
回
答
や

記
述
が
非
常
に
多
く
、
町
内
に
小
児
科
が
な

い
な
ど
医
療
体
制
を
取
り
巻
く
課
題
へ
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
要
望
の
中
に
は
現

状
の
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
で
き
る
内
容
の
も
の

も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
制
度
な
ど
に
つ
い
て

の
町
の
Ｐ
Ｒ
不
足
を
反
省
し
て
い
ま
す
。

回収率回収数発送数対 象

58.4％277件474件就学前児童

65.0％182件280件就学児童

60.9％459件754件合 計

ア
ン
ケ
ー
ト
は
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
と
っ

て
大
切
な
幼
児
期
の
教

育
・
保
育
、
小
学
生
の

放
課
後
の
過
ご
し
方
、

家
庭
生
活
に
必
要
な
子

育
て
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
実
情
と
、
今
後
必
要

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
量

や
内
容
を
把
握
し
、
計

画
に
盛
り
込
む
た
め
の

重
要
な
も
の
で
す
。

調
査
票
は
就
学
前
の

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

【調査対象別発送数と回収状況】

～自由記述の意見から～
・自分でも支援などの情報は調べるようにしていますが、町

の方から今まで以上に積極的に発信してもらいたいです

・町に小児科がないのが残念です。１つでもつくっていただ

きたい。子どもが風邪をひく度に富良野に通うのはガソ

リン代もかかるし、何より弱っている子どもがかわいそう

です。信頼のできる小児科が町に来てほしい

・子育てに経済的負担が多い。もう少し、経済的支援をして

ほしい。保育所は保育料が高いので、幼稚園に入れてい

る。子どもの医療費を中学生まで助成してほしい

・さまざまな月齢、年齢の子が存分に体を動かして遊べる施

設がいろいろあるとうれしいです

問合せ 保健福祉課子育て支援班 拶盈６９８７

た
も
の
と
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
の

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
も
の
の
２
種
類
。

就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
２
人
以
上
い
る
ご

家
庭
に
は
下
の
お
子
さ
ん
、
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
２
人
以
上
の
ご
家
庭
に

は
上
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
た

だ
き
、
回
収
率
で
は
目
標
と
し
て
い
た
60
％

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
末
の
お

忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「上富良野町子ども・子育て支援事業計画」
策定のためのアンケート調査結果について

「上富良野町子ども・子育て支援事業計画」
策定のためのアンケート調査結果について

担当の吉岡課長（左）と安井主幹
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口
の
病
気
が
起
こ
す
体
の
病
気

糖
尿
病
、
肺
炎
、
心
臓
血
管
疾
患
、

妊
婦
の
低
体
重
出
産
・
早
産
、
認
知

症
、
が
ん
、
動
脈
硬
化
、
肥
満

疾
患
検
診
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
受
診
券
を
交
付
し
ま
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

平
成
２６
年
度
中
に

２６

40
歳
・

２６

40

45
歳
・

２６

40

45

50
歳
・

55
歳
・

55

60
歳
に
な
る
方（
平
成

55

60

27
年
４
月
１

日
時
点
の
年
齢
）

【
検
診
内
容
】

虫
歯
と
歯
ぐ
き
の
チ
ェ
ッ
ク
、
歯
の
健
康

ア
ド
バ
イ
ス

※
検
診
後
に
結
果
票
を
お
渡
し
し
ま
す

※
検
診
時
に
は
歯
石
除
去
な
ど
の
治
療
は
し

ま
せ
ん
の
で
後
日
、
改
め
て
受
診
の
う
え

治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い

【
検
診
料
】

無
料（
受
診
券
を
ご
利
用
の
場
合
）

【
受
診
方
法
】

対
象
者
に
は
、
5
月
下
旬
に
受
診
券
を
郵

送
し
ま
す
。

町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
保
健
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
検
診
期
間
】

６
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

27

31
日

（
歯
科
医
院
の
休
診
日
を
除
く
）

【
検
診
申
込
み
】

事
前
に
歯
科
医
院
へ
の
予
約
が
必
要
で

す
。
受
診
券
と
保
険
証
を
持
参
の
う
え
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
歯
科
医
院
】

町
内
６
か
所
の
歯
科

医
院

【
問
合
せ
】

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
6
9
8
7

虫
歯
・
歯
周
病
を
防
い
で

元
気
に
暮
ら
そ
う
！

８
０
２
０
運

８
０
２
０
運
動動
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？

「
８
０
２
０（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）運

動
」
と
は
、
厚
生
労
働
省
が
進
め
て
い
る

「
８０
歳
に
な
っ
て
も

８０

２０
本
以
上
自
分
の
歯
を

保
と
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
歯
が
約
２０
本

あ
れ
ば
食
べ
物
を
か
み
砕
き
、
飲
み
込
み
が

楽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
「
生
涯
、
自
分
の
歯

で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
よ
う
に
」
と

6
月
4
日
～
10
日
は「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す

こ
の
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

口
は
栄
養
の
取
り
込
み
口
と
し
て
の
機
能

だ
け
で
な
く
、
食
事
や
会
話
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
で
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
こ
と
に
も

影
響
し
て
き
ま
す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
元
気

に
過
ご
す
た
め
に
は
、
歯
を
失
わ
な
い
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
平
成
23
年
度
に
発
表
さ
れ
た
歯

の
平
均
本
数
を
年
代
別
で
見
る
と
、
北
海
道

の
80
歳
代
は
一
人
当
た
り

80

7.4
本
と
目
標
よ
り

か
な
り
少
な
く
、
全
国
平
均
よ
り
も
下
回
っ

て
い
る
現
状
で
す
。

日
本
人
が
歯
を
失
う
一
番
の
原
因
は
「
虫

歯
」
と
「
歯
周
病
」。
そ
の
割
合
は
86
％
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。

た
か
が
虫
歯
虫
歯

さ
れ
ど
虫
歯
虫
歯

歯
周
疾
患
検

歯
周
疾
患
検
診診
を

実
施
し
ま
す
！

歯を失う原因

2
つ
の
歯
周
疾
患
の
怖
い
と
こ
ろ
は
、
歯

を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
歯
の
細

菌
に
よ
っ
て
肺
炎
や
心
臓
病
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
も
な
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治
療
や
予

防
も
可
能
で
す
の
で
、
健
康
に
過
ご
す
た
め

に
も
「
80
歳
で

80

20
本
の
歯
」
を
め
ざ
し
て
、

お
口
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

一人平均現在歯数(本） ɡ全国ɡ北海道

虫歯

44%

42%

歯周病

その他

14%

25.924
24.420.5

22.518.7

21.217.6

17.315.2
15.612.8

12.2

7.4

全国平均と
北海道の差

4.8本

町
で
は
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
歯
周
疾
患

の
予
防
・
早
期
発
見
と
歯
科
医
院
で
の
定
期

健
診
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
歯
周

歯ぐきに異常のある人の割合
（4勺以上の歯周ポケットを有する人の割合）

(本）

(％）

14.0

20.3
23.3

25.5

46.2 47.5

30.5
35.5

40歳前半で
４人に１人
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ブロードバンド環ブロードバンド環境境
の整備についの整備についてて

広広報報かみふらの２０１かみふらの２０１４４.5.5 晃晃

市
街
地
区
に
お
い
て
は
昨
年
11
月
11

15
日
か

ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
農
村
部
へ
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
拡
大
は
相
当
の
期
間
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
地
域
間
の
通
信
環
境
格
差
を
縮

減
す
る
こ
と
で
農
村
部
で
の
生
活
環
境
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
防
災
対
策
な
ど

へ
の
利
活
用
を
含
め
、
町
内
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
（
独
自
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
網
）を
構
築
す
る
農
村
部
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
環
境
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

一
方
、
農
村
部
と
十
勝
岳
温
泉
地
区
に
つ

い
て
は
面
積
が
広
い
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
面

整備計画エリア

（市街地の網掛け部分はフレッツ光サービス提供エリア）

刺
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
４
～
６
月
】

・
中
継
局
設
置
個
所
の
地
権
者
な
ど
と
の
施

設
設
置
協
議

・
各
地
区
説
明
会
の
開
催
、
事
前
申
込
み
の

取
り
ま
と
め

【
７
～
11
月
上
旬
】

施
設
整
備

【
11
月
中
旬
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
提
供
開

始（
予
定
）

刺
固
定
系
高
速
無
線
方
式
と
は

市
街
地
エ
リ
ア
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
て

い
る
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
な
ど
は
、
町
内
に
あ

る
N
T
T
電
話
交
換
局
か
ら
各
家
庭
ま
で
N

刺
活
用
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん

整
備
す
る
の
は
、
町
内
の
居
住
エ
リ
ア
全

域
を
カ
バ
ー
す
る
自
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網

で
す
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
活
用
す
れ

ば
、
自
由
度
の
高
い
行
政
情
報
や
防
災
・
緊

急
情
報
、
生
活
情
報
の
伝
達
を
双
方
向
で
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
無
線
中
継
局
か
ら
電
波
の
届

く
範
囲
で
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
器（
カ

メ
ラ
、
観
測
装
置
、
W
i
‐
F
i
無
線
機
な

ど
）を
比
較
的
容
易
に
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
利
用
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
今
回
の
整
備
に
併

せ
て
予
定
し
て
い
る
農
村
部
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の

一
つ
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で
す
。

問
合
せ

総
務
課
企
画
財
政
班

拶
盈
６
９
８
０

な
ど
を
考
慮
し
て
高
速
無
線
方
式
を
利
用
し

た
整
備
を
計
画
、
整
備
後
に
は
公
設
民
営
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
を
前
提
に
昨
年
度
、
整

備
に
向
け
た
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
施
設
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
中
継
局
を
設
置

す
る
場
所
の
一
部
は
民
有
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
予
定
個
所
の
地
権
者
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
整
備
後
に
安
定
的
な
運
営
を
継
続

す
る
た
め
に
は
最
低
100
世
帯
以
上
の
利
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
農
村
部
に
お
住
ま
い
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

T
T（
電
）柱
を
経
由
し
て
光
ケ
ー
ブ
ル
が
敷

設
さ
れ
、
こ
れ
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
な
ど
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
町
が
計
画
し
て
い
る
「
固
定
系
高

速
無
線
方
式
」
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル（
有
線
）の

代
わ
り
に
屋
外
で
使
用
で
き
る
無
線
送
受
信

機
を
通
し
て
利
用
者
宅
と
無
線
基
地
局
を
つ

な
ぎ
、
無
線
基
地
局
か
ら
は
N
T
T
な
ど
の

有
線
回
線
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
戸
宅
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

を
可
能
に
す
る
方
式
で
す
。

光ケーブルによるインターネット接続

利用者宅 電話交換局

固定系高速無線方式によるインターネット接続

利用者宅 無線基地局無線中継局

今回整備する部分

ピックアップ
インフォメーション
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かみふらのかみふらかみふらののཅཅཅ ははは

か
み
ふ
ら
の
豊
味
豚（
ほ
う
み
と
ん
）カ
レ
ー
を
ご
存
じ

で
す
か
？

か
み
ふ
ら
の
牧
場
で
育
て
ら
れ
、（
株
）か
み

ふ
ら
の
工
房
の
職
人
が
昔
な
が
ら
の
手
作
業
主
体
の
製
法

で
手
間
暇
か
け
て
商
品
化
し
て
い
る
「
か
み
ふ
ら
の
豊
味

豚
」
と
、
町
内
で
取
れ
た
新
鮮
野
菜
が
入
っ
た
、
ま
さ
に

「
か
み
ふ
ら
の
」
の
味
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
カ
レ
ー

で
す
。
町
内
の
４
施
設
で
提
供
し
て
い
ま
す（
ヒ
ュ
ッ
テ

バ
ー
デ
ン
か
み
ふ
ら
の
は
６
月
１
日
か
ら
の
営
業
）。

お
風
呂
あ
が
り
に
一
杯（
!?
）い
か
が
で
す
か
？

問
合
せ

か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
観
光
旅
館
協
会

（
事
務
局

か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
観
光
協
会
内
）

拶
盈
３
１
５
０

十十勝岳温泉湯元凌雲十勝岳温泉湯元凌雲閣閣 十十勝岳温泉 カミホロ十勝岳温泉 カミホロ荘荘

フフロンティア フラヌイ温フロンティア フラヌイ温泉泉 ヒヒュッテバーデンかみふヒュッテバーデンかみふららのの

コ
ラ
ー
ゲ
ン
入
り
の
ル
ー

に
旬
の
野
菜
、
さ
っ
と
湯
通
し

し
た
豊
味
豚
が
メ
ー
ン
。
素

材
の
旨
み
が
引
き
立
つ
一
品
。

お
肉
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用

に
ス
ラ
イ
ス
し
た
豊
味
豚
。

特
製
ル
ー
と
の
旨
み
の
コ
ラ

ボ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

深
い
コ
ク
の
カ
レ
ー
ソ
ー

ス
に
地
物
野
菜
、
豊
味
豚
の
カ

ツ
。
こ
の
３
つ
が
織
り
な
す

絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
ぜ
ひ
。

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用
の
豊
味

豚
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
肉
の

旨
み
と
と
も
に
程
よ
い
食
感

が
お
口
に
広
が
り
ま
す
。

900円 900円

900円 1,000円

拶曳4111

拶盈9779

拶盈2970

拶盈2225

かみふらのポークの
マスコットキャラク
ター「ぽーちゃん」 カレーカレカレーーගගගྙྙྙ

ももう食べましたかもう食べましたか？？

第第3366回大雪山国立公回大雪山国立公園園

十勝岳山開十勝岳山開きき

今
年
は
大
雪
山
国
立
公
園
指
定
８０

周
年
の
節
目
の
年
。
夏
山
シ
ー
ズ
ン

到
来
を
告
げ
る
十
勝
岳
山
開
き
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
？

参
加
者
に
は
記

念
バ
ッ
ジ
、
十
勝
岳
温
泉
・
吹
上
温

泉
の
無
料
入
浴
券
が
配
ら
れ
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

日
時

６
月
15
日（
日
）

入
山
受
付

７
時

安
全
祈
願

７
時
３０
分
～
８
時

記
念
登
山

８
時
～（
予
定
）

コ
ー
ス
（
お
よ
そ
の
所
要
時
間
）

か
み
ん
の
駐
車
場
の
白
線
が
消
え

て
見
え
ま
せ
ん
！

車
の
と
め
る
場
所
が
バ
ラ
バ
ラ
で

事
故
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
！

早
急
に
白
線
引
い
て
く
だ
さ
い
!!

い
つ
も
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

か
み
ん
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
スススススススススススススススススススス

町
民
ポ
ス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

お
答
え
し
ま
す

【【
ご
意
見

【
ご
意
見
】】

【【
回
答

【
回
答
】】保
健
福
祉
課
福
祉
対
策

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班班

ごご
意
見
・
ご
要
望

ご
意
見
・
ご
要
望
をを

お
寄
せ
く
だ
さ

お
寄
せ
く
だ
さ
いい

町
内
９
か
所
に
町
民
ポ
ス
ト
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
町
の
行
政
施
策

な
ど
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
に
は
詳
細
の
確
認
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
匿
名
の
場
合
で
も
担
当
課
に
内

容
を
伝
え
協
議
し
ま
す
が
、
ご
意
見

の
内
容
と
回
答
、
対
応
に
つ
い
て
は

原
則
、
広
報
か
み
ふ
ら
の
に
は
掲
載

し
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
・
ご
要
望
と
回
答
は
、
役

場
１
階
町
政
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で

公
開
し
ま
す
。

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
６
９
８
５

し
た
と
お
り
、
か
み
ん
駐
車
場
の
白

線
は
施
設
の
開
設
か
ら
10
年
を
迎

え
、
消
え
か
か
っ
て
見
え
づ
ら
い
状

況
に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
年
度

の
当
初
予
算
に
工
事
費
用
を
計
上

し
、
白
線
を
引
き
直
す
計
画
を
し
て

お
り
ま
す
。
工
期
は
今
後
決
定
し
ま

す
が
、
早
い
時
期
に
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
工
事
実
施

ま
で
の
間
な
ら
び
に
工
事
期
間
中
、

大
変
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あなたの意見を
町政へ！

十
勝
岳
本
峰
コ
ー
ス
（
７
時
間
）

富
良
野
岳
コ
ー
ス
（
６
時
間
）

上
富
良
野
岳
コ
ー
ス
（
５
時
間
）

安
政
火
口
コ
ー
ス
（
２
時
間
）

場
所

十
勝
岳
温
泉
駐
車
場

参
加
料

大
人
１
千
円

小
・
中
学
生
８００
円

申
込
期
限

６
月
９
日（
月
）

※
当
日
の
受
け
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
み
・
問
合
せ

か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
観
光
協
会

拶
盈
３
１
５
０

鯖
盈
６
３
０
１
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安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す

事
業
所
訪
問
啓
発

4/4

６
日
か
ら
始
ま
る
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
を
前
に
、
上
富
良
野
町
生
活
安
全
推

進
協
議
会
女
性
部
に
よ
る
事
業
所
訪
問
啓
発

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
女
性
部
で
は
交
通
安
全
運
動
期
間
に
合

わ
せ
て
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
日
は
春
の
湿
っ
た
重
い
雪
が
降
り
し
き

る
悪
天
候
の
中
、
２
班
に
分
か
れ
て
町
内
の

36
事
業
所
を
訪
問
。

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
は
注
意
し

て
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
声
を

掛
け
な
が
ら
啓
発
チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ
ー
、
交

通
安
全
旗
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

交通安全を呼び掛ける中澤女性部長（左）

春
の
防
犯
活
動
と
し
て
、
上
富
良
野
町
生

活
安
全
推
進
協
議
会
地
域
安
全
部
に
よ
る

「
こ
ど
も
110
番
の
家
」
戸
別
訪
問
啓
発
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
町
内
57
施
設
を
こ
ど
も

57

110

番
の
家
に
指
定
し
て
お
り
、
地
域
安
全
活
動

推
進
委
員
が
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
、

今
年
１
年
間
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

110
番
の
家
に
は
の
ぼ
り
が
立
っ
て
お
り
、

不
審
者
が
現
れ
た
と
き
に
逃
げ
込
め
ば
保
護

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

定
休
日
や
営
業
時
間
外
な
ど
で
不
在
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
い
ざ
と

い
う
と
き
は
遠
く
の
110
番
の
家
よ
り
も
そ
ば

に
い
る
通
り
す
が
り
の
人
や
車
、
近
く
の
家

に
逃
げ
込
む
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
１１０
番
の
家

防
犯
戸
別
訪
問
啓
発

4/8

「また今年も１年間、よろしくお願いします」

平
成
26
年
度（
第

26

43
回
）上
富
良
野
町
い
し

ず
え
大
学
入
学
式
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
か
み
ん
で
行
わ
れ
、
男
性
７
人
、
女
性

14
人
の
計

14

21
人
が
入
学
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
入
生
を
代
表
し
て
吉
田
清

徳
さ
ん
か
ら
「
学
習
な
ど
で
は
不
安
な
面
も

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
友
と
見
聞
を
広
め
、

心
身
共
に
健
康
で
よ
り
楽
し
く
、
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と

の
新
生
活
へ
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
若
く
老
い
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
音
楽

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
や
ク
ラ

ブ
活
動
を
通
じ
て
、
仲
間
と
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
の
楽
し
さ
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
い
し
ず

え
大
学
。
在
籍
す
る
学
生
117
人
の
、
新
た
な

１
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
た
な
友
と
楽
し
く
学
ぶ

い
し
ず
え
大
学
入
学
式

4/１１

新入学生には記念に「上富良野百年史」を贈呈

元
気
に
登
校
す
る
新
１
年

生
に
交
通
安
全
指
導

4/8

手を挙げて道路を渡る新１年生たち

上
富
良
野
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
女
性

部
と
交
通
安
全
部
に
よ
る
新
入
学
児
童
登
校

時
交
通
安
全
指
導
が
、
４
月
８
日
か
ら
15
日

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
新
１
年
生
が
安
全
に
登
校
で
き
る

よ
う
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
女
性
部
で
は
こ

の
日
、
６
人
が
朝
７
時
３０
分
か
ら
町
内
２
つ

の
小
学
校
周
辺
に
立
ち
ま
し
た
。

今
年
か
ら
同
協
議
会
が
配
布
し
た
「
ら
べ

と
ん
」
が
描
か
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を

付
け
、
息
を
弾
ま
せ
走
っ
て
登
校
し
て
く
る

新
１
年
生
に
「
横
断
歩
道
で
は
ち
ゃ
ん
と
止

ま
っ
て
ね
」
と
声
掛
け
。
子
ど
も
た
ち
は

「
は
ー
い
！
」
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
返
し

な
が
ら
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

車
の
運
転
中
に
蛍
光
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
見
掛
け
ま
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
と
思
い
や
り
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
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地
域
の
安
全
を
守
る

生

活
安
全
推
進
協
議
会
総
会

4/２２

死亡事故ゼロ1,500日達成が報告されました

上
富
良
野
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
平

成
26
年
度
の
総
会
が
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
富
良
野
警
察
署
酒
井
署
長
は
「
今

年
は
富
良
野
署
管
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
は

起
き
て
い
な
い
も
の
の
、
３
年
前
か
ら
増
加

傾
向
に
あ
り
、
犯
罪
発
生
は
前
年
に
比
べ
17

件
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
日
ご
ろ
の
活
動
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
犯
罪
・
事
故

の
抑
止
に
ご
協
力
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
議
で
は
町
内
の
交
通
死
亡
事
故
日
数
が

１
月
23
日
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
千

23

５００
日

を
達
成
し
、
こ
の
日
も
継
続
中
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
各
部
の
事
業
計
画
、

役
員
改
選
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
命
を
守
る
学
習

交
通
安
全
青
空
教
室

4/２５

上
富
良
野
西
小
学
校
で
交
通
安
全
青
空
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
、
自
分
の
命
を
守
る
勉
強
の
時

間
で
す
。『
止
ま
る
』『
確
認
す
る
』
の
２
つ

を
、
ど
う
い
う
場
面
で
や
れ
ば
い
い
の
か
よ

く
考
え
て
、
実
践
し
な
が
ら
身
に
着
け
て
く

だ
さ
い
」
と
の
上
富
良
野
交
番
大
山
所
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
書
か
れ
た
模
擬
道
路
へ
。
自
転
車
に
乗

り
、
交
差
点
や
歩
道
を
通
行
す
る
際
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

高
学
年
の
教
室
終
了
後
に
は
児
童
会
副
会

長
の
大
杉
さ
く
ら
さ
ん
か
ら
「
西
小
っ
子
は

し
っ
か
り
前
を
向
き
安
全
に
歩
き
ま
す
」
な

ど
５
つ
の
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
「
西
小
っ
子

交
通
安
全
宣
言
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
大
山

所
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

宣言を読み上げる大杉さん

ブ
レ
ン
ダ
先
生
と
楽
し
く

イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

4/２６

英
語
指
導
助
手
の
ブ
レ
ン
ダ
・
ク
ヌ
ー
ル

先
生
に
よ
る
イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
イ
ー

ス
タ
ー
。
命
の
よ
み
が
え
り
を
象
徴
す
る

「
卵
」
を
使
っ
た
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
ペ
イ

ン
ト
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ゆ
で
卵
に
絵
を

描
い
た
り
、
好
き
な
色
に
染
め
る
な
ど
、
カ

ラ
フ
ル
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
チ
ー
ム
対
抗
戦
。
２
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
合
図
で
卵
を
取
り
合
う
ス
テ
ィ
ー

ル
エ
ッ
グ
、
自
分
の
息
で
卵
を
転
が
し
な
が

ら
進
み
相
手
と
競
う
ブ
ロ
ー
ウ
オ
ー
ク
、
目

隠
し
を
し
て
仲
間
の
声
を
頼
り
に
お
菓
子
の

入
っ
た
く
す
玉
を
割
る
「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
」
割

り
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

カラフルに仕上がったエッグペイント

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
50
周
年
を
祝
し
て

4/２７上
富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
50
周

年
記
念
式
典
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
道
内
は
も
と
よ
り
姉
妹
ク
ラ
ブ
で

あ
る
三
重
県
の
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど

39
ク
ラ
ブ
、

39

288
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

昭
和
40
年
に
発
足
し
た
同
ク
ラ
ブ
は
保
育

所
や
小
中
学
校
へ
の
教
育
備
品
の
寄
贈
、
交

通
安
全
の
呼
び
掛
け
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を

実
施
。
佐
川
泰
正
会
長
の
「
今
ま
で
活
動
を

続
け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

希
望
を
持
ち
続
け
、
今
後
も
力
強
く
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
、

参
加
者
は
思
い
を
一
つ
に
し
て
い
ま
し
た
。

結成から５０周年の軌跡を振り返る佐川会長
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自
治
活
動
な
ど
地
域
の
活
動
を
円

滑
に
す
る
こ
と
で
町
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
住
民
会
や
町
内

会
が
実
施
す
る
自
治
活
動
な
ど
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
事
業

・
住
民
会
が
行
う
事
業

・
町
内
会
や
老
人
会
、
子
ど
も
会
な

ど
が
行
う
事
業

■
対
象
メ
ニ
ュ
ー

①
地
域
福
祉
事
業

②
教
育
文
化
振
興
事
業

③
生
活
環
境
整
備
事
業

④
ス
ポ
ー
ツ
交
流
振
興
事
業

⑤
そ
の
ほ
か
地
域
活
性
化
、
住
民
福

祉
増
進
に
資
す
る
事
業

⑥
公
共
施
設
維
持
管
理
事
業

■
補
助
金
額
な
ど

①
～
⑤
の
事
業
は
補
助
対
象
経
費

の
２
/
３
以
内
、
⑥
は
４
/
５
以

内
、
上
限
20
万
円
で
、
予
算
額
に
達

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

１
住
民
会
が
申
請
で
き
る
事
業
数

に
限
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
継
続
が
必

要
な
も
の
は
３
年
を
限
度
に
同
率
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

■
過
去
５
年
間
の
実
施
状
況

平
成
21
年
度

21

14
件

21

14

59
万
９
千
円

平
成
22
年
度

22

18
件

22

18

100
万
円

平
成
23
年
度

23

13
件

23

13

98
万
４
千
円

平
成
24
年
度
７
件

24

48
万
６
千
円

平
成
25
年
度

25

13
件

25

13

41
万
８
千
円

■
実
施
事
例

酸
地
域
福
祉
事
業

【
補
助
率
２
/
３
以
内
】

高
齢
者
の
歩
行
機
能
と
認
知
機
能

を
改
善
し
、
社
会
参
加
と
地
域
内
交

流
を
促
進
す
る
た
め
ふ
ま
ね
っ
と
運

動
用
教
材
を
購
入
。

平
成
25
年
度
５
件

酸
公
共
施
設
維
持
管
理
事
業

【
補
助
率
４
/
５
以
内
】

施
設
の
管
理
用
と
し
て
テ
ー
ブ
ル

や
い
す
な
ど
必
要
な
用
具
を
購
入
。

平
成
２５
年
度
５
件

東明住民会が購入したふまねっと用具

町
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
の
団

体
な
ど
が
自
主
的
に
取
り
組
む
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

□
対
象
団
体

町
内
の
N
P
O
法
人
や
３
人
以
上

の
町
民
で
構
成
さ
れ
た
団
体

□
対
象
事
業

新
た
に
取
り
組
む
事
業
や
既
存
の

活
動
を
拡
充
す
る
事
業
で
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
も
の

・
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
増
進
に
関

す
る
事
業

・
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

・
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
関
す
る
事
業

・
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

・
地
域
の
安
全
・
安
心
の
推
進
に
関

す
る
事
業

・
そ
の
ほ
か
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

資
す
る
事
業

□
補
助
金
額
な
ど

補
助
金
額
は
補
助
対
象
経
費
の

２
/
３
以
内
、
上
限
10
万
円
で
、
事

業
の
事
前
審
査
を
行
い
ま
す
。

当
該
年
度
内
に
お
い
て
１
団
体
に

つ
き
１
事
業
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
連
続
し
て
３
年
を
限
度
に

補
助
し
ま
す
。

□
実
施
事
例

酸
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
増
進
に
関

す
る
事
業

ふ
ま
ね
っ
と
運
動
に
よ
る
高
齢
者

の
歩
行
機
能
改
善
、
認
知
症
予
防
の

た
め
の
教
室
や
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
習
会
・
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域

福
祉
活
動
を
推
進
し
た
。

助
成
額

10
万
円

実
施
団
体

ふ
ま
ね
っ
と
ク
ラ
ブ

酸
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

イ
ベ
ン
ト
の
伝
統
化
、
国
際
観
光

都
市
形
成
の
実
践
者
を
講
師
に
「
ま

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
６
９
８
５

み
ん
な
の
力
で
ま
ち
づ
く

み
ん
な
の
力
で
ま
ち
づ
く
りり

拡
充
の
方
策
を
探
っ
た
。

助
成
額

９
万
７
千
円

実
施
団
体

上
富
良
野
町
商
工
会

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

酸
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

熊
本
県
美
里
町
で
開
催
さ
れ
た
全

国
フ
ッ
ト
パ
ス
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
、
上
富
良
野
町
で
の
取
り
組
み
や

町
の
魅
力
を
紹
介
。
平
成
２６
年
度
全

国
大
会
の
町
内
開
催
へ
の
足
掛
か
り

を
作
っ
た
。

助
成
額

10
万
円

実
施
団
体

N
P
O
法
人
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
野
山
人

講師２人を招いて行われた
まちづくりセミナー

全国サミットで上
富良野町を紹介す
る佐川泰正代表

（左の写真）

ま
ち
づ
く
り
活

ま
ち
づ
く
り
活
動動

助助
成成
事事
業業

活
動
助
成
事
業

活
動
助
成
事
業
をを

ご
活
用
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い
！！

住
民
自
治
活

住
民
自
治
活
動動

奨
励
事

奨
励
事
業業
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春
の
青
空
の
下
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
交
流
・
親
睦
を

深
め
ま
せ
ん
か
？

日
時５

月
25
日（
日
）

８
時
受
付

８
時
30
分
開
会
式

９
時
競
技
開
始

場
所

上
富
良
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

チ
ー
ム
編
成

住
民
会
ご
と
に
１
チ
ー
ム
４

人
で
編
成（
う
ち
女
性
１
人
以
上
参
加
）

※
参
加
チ
ー
ム
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
が
組
め
な
い
住
民
会
に
つ
い
て

は
、
個
人
参
加
も
で
き
ま
す

申
込
み

各
住
民
会
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

嫉教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています嫉

第
16
回
住
民
会
対
抗

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

社
会
が
複
雑
多
様
化
し
、
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中

で
、
学
校
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
、
過

剰
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
、
家
庭
の
孤
立
化
が
進

み
、
近
所
付
き
合
い
や
地
域
の
中
で
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
り
、
昔
は
自
然
と
身
に
つ

い
て
い
た
礼
儀
や
社
会
的
マ
ナ
ー
、
倫
理
意

識
の
欠
如
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
家

庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
供
を
育
て

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
学

校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
学
校
の

行
事
や
体
験
学
習
の
際
に
、
学
校
の
活
動
を

支
援
す
る
も
の
で
現
在
、
地
域
住
民
や
保
護

者
、
学
校
関
係
者
、
住
民
会
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
76
人
と

76

10
団
体
の
登
録
が
あ

り
、
各
学
校
の
行
事
や
体
験
学
習
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、
自
分
の
趣
味
や
特
技
を
生

か
し
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

登
録
に
つ
い
て

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
無
償
で
支
援
し

て
い
た
だ
け
る
方
で
あ
れ
ば
登
録
い
た
だ
け

ま
す
。
専
門
知
識
や
技
術
が
必
要
な
も
の
ば

か
り
で
な
く
、
ど
な
た
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
謝
礼
、
交

通
費
は
あ
り
ま
せ
ん

②
登
録
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

し
ま
す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
学
校
支

援
地
域
本
部
が
負
担
し
ま
す
。
学
校
に
向

か
う
途
中
や
帰
宅
途
中
に
事
故
に
あ
っ
た

場
合
も
保
険
対
象
と
な
り
ま
す

③
学
校
の
行
事
や
学
習
の
内
容
に
合
わ
せ
て

活
動
要
請
し
ま
す
の
で
、
登
録
い
た
だ
い

て
も
要
請
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

④
登
録
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ

上
富
良
野
町
学
校
支
援

地
域
本
部
事
務
局

教
育
振
興
課
社
会
教

育
班

拶
盈
５
５
１
１

学学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
かか

～

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
る

～

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
る

～～

そば打ち体そば打ち体験験

参観日の託参観日の託児児

体力測体力測定定

青少年スポーツ大青少年スポーツ大会会
選手参加報奨金制選手参加報奨金制度度

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張全力で頑張るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
に
住
所
を

有
す
る
小
・
中
・
高
校
生
で
、
地
区
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
て
全
道
・
全
国
大
会

な
ど
に
出
場
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
個

人
に
対
し
、
報
奨
金
を
お
贈
り
し
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

構 広報かみふらの２０１４.5
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in
f
o
r
m
a
t
io
n

保保
健健

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ンン

町
で
は
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種（
法
で
定
め
ら
れ
た
予
防
接
種
）

費
用
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
、
接
種
部
位
以
外
の

体
の
広
い
範
囲
で
持
続
す
る
疼（
と

う
）痛
の
副
反
応
症
例
な
ど
に
つ
い

て
十
分
に
情
報
提
供
で
き
な
い
状
況

の
た
め
、
国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
ワ・

ク
チ
ン
の
接
種
を
積
極
的
に
は
お
勧

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

め
し
て
い
ま
せ
ん

・

・

・

・

・

・

・
（
定
期
接
種
は
中

止
し
て
い
ま
せ
ん
）。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
有
効

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

性
と
リ
ス
ク
を
十
分
に
理
解
し
た
う

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

え
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

対
象
者

中
学
１
年
生
～
高
校
１
年

生
相
当
の
年
齢
の
女
性

接
種
回
数

３
回（
初
回
に
接
種
し

た
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
目
と
３
回
目

に
接
種
し
ま
す
）

持
ち
物

健
康
保
険
証
な
ど
氏
名
・

生
年
月
日
・
住
所
が
記
載
さ
れ
た

も
の
、
母
子
手
帳

実
施
医
療
機
関

子
宮
が
ん
、乳
が
ん
同
時
検

子
宮
が
ん
、乳
が
ん
同
時
検
診診

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
同
時
検
診
を

行
い
ま
す
。

会 場料 金対 象日 程

旭川がん
検診センター

６９歳以下

３,７００円

７０歳以上

１,８５０円

子宮がん

２０歳以上

乳がん

４０歳以上

6月19日（木）

かみん前からバス送迎

7時１０分出発

※７０歳以上は、昭和20年4月1日以前生まれの方です。

※子宮がん・乳がん検診は２年に１度の受診になります。昨年度受

診された方（今年度のクーポン対象者を除く）が受診する場合は

全額自己負担になります。金額については、お問合せください。

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
６
９
８
７

ワクチンの種類
電話番号医療機関名

ガーダシルサーバリックス

〇×曳4177小野沢整形外科

×〇盈3808小玉外科医院

〇〇盈2013渋江医院

〇〇盈3171上富良野町立病院

〇〇曳1177いんやく小児科クリニック

〇〇姥2181富良野協会病院

※２回目以降は初回に接種した医療機関で行ってください

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
今
後
、
販

売
が
中
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ

ン
は
初
回
接
種
３
回
と
追
加
接
種
１

回
の
計
４
回
接
種
が
必
要
で
す
。
母

子
手
帳
を
確
認
の
う
え
、
決
め
ら
れ

た
接
種
間
隔
を
空
け
、
速
や
か
に
接

種
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
四
種
混
合
予
防
接
種
を
さ

れ
て
い
る
方
は
三
種
混
合
予
防
接
種

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
者
に
は

個
別
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

生
後
３
か
月
～
７
歳
５
か
月

問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
６
９
８
７

三
種
混
合
ワ
ク
チ

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ンン

問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
６
９
８
７

町
で
は
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
方

に
、
検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
が
ん

検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を

配
付
し
ま
す
。
今
年
度
の
対
象
者
に

は
５
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

が
ん
検
診
ク
ー
ポ

が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ンン

対
象

平
成
25
年
４
月
２
日
～

25

26
年

４
月
１
日
の
間
に
次
の
年
齢
に
達

し
た
方

・
大
腸
が
ん
検
診

40
・
40

45
・

40

45

50
・

40

45

50

55
・

40

45

50

55

60
歳

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳

・
乳
が
ん
検
診

４０
歳

※
平
成
21
～
21

24
年
度
に
ク
ー
ポ
ン
の

配
布
を
受
け
、
受
診
し
て
い
な
い

方
の
う
ち
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
40

歳
以
下
、
乳
が
ん
検
診
は
６０
歳
以

下
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
昨
年
度
に
が
ん
検
診
を
受

診
し
た
方
、
職
場
な
ど
で
今
年
度

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

は
除
き
ま
す
。

問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
６
９
８
７

人権擁護委員は地域住民の人権が侵害されないよう

常に注意を払い、人権侵害があった場合にはその相談を

受けるとともに、速やかに被害救済の処置を行います。

地域住民の中から人格識見が高く、広く社会の実情に

通じ、人権擁護に理解のある人を市町村が推薦し、法務

大臣から委嘱された方々で、上富良野町では次の４人が

委嘱されています。

佐々木幸子 瀧本良幸 山本勉 川鍋まさ子

問合せ 保健福祉課福祉対策班 拶盈6987

６月１日は人権擁護委員の日です

保健福祉総合センターかみんにインターネットを活

用した「北海道メディカルミュージアム」が設置されま

した。遠隔医療センター（旭川医科大学病院）が専門医に

よる「病気治療の最新情報」や「健康に暮らすための情

報」をライブで提供するもので、過去

の内容も視聴できます。９時から１７時

までどなたでも自由に視聴できますの

で、ご利用ください。

問合せ 保健福祉課健康推進班 拶盈6987

北海道メディカルミュージアムを設置

広広
報報

有
料
広
告
募

有
料
広
告
募
集集

広
報
か
み
ふ
ら
の
に
掲
載
す
る
有

料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ズ
・
掲
載
料（
１
回
に
つ
き
）

4.5
㎝
×

4.5

8.5
㎝

５
千
円

4.5
㎝
×

4.5

17.5
㎝

１
万
円

発
行
日

毎
月
10
日
・

10

25
日（
休
日

の
場
合
は
直
前
の
平
日
）

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
６
９
８
５
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国
民
年
金
は
国
内
に
住
所

が
あ
る
２０
歳
以
上

２０

６０
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

制
度
。
受
給
で
き
る
の
は
老

齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
な
ど
で
す
が
、
い
ず
れ
も

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
は

お
勤
め
先
へ
の
届
け
出
と
な
り
ま
す

が
、
国
民
年
金
は
個
人
で
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
と
き
は

役
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

残
２０
歳
に
な
っ
た
と
き

農
業
・
自
営
業
・
学
生
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

な
い
方
が
２０
歳
に
な
っ
た
と
き

残
会
社
を
退
職
し
た
と
き

６０
歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を
退
職

し
た
と
き
や
、
勤
め
を
や
め
て
国
民
年

金
被
保
険
者
の
配
偶
者
と
な
っ
た
と
き

残
収
入
が
増
え
た
と
き
、
配
偶
者
が
退

職
し
た
と
き

パ
ー
ト
収
入
な
ど
が
１３０
万
円
以
上
に

な
っ
た
り
、
配
偶
者
が
退
職
し
た
こ
と

で
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養

配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

★
平
成
26
年
４
月
か
ら
免
除
な
ど
の
申

請
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

従
来
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
で

～こんなときには届け出を～こんなときには届け出を～～

募募
集集

北
海
道
で
は
新
規
開
業
、
新
事
業

展
開
に
伴
い
、
新
た
に
若
年
者
を
正

規
雇
用
し
た
中
小
企
業
者
に
奨
励
金

と
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

中
小
企
業
者
、
N
P
O
法

人
、
社
会
福
祉
法
人
、
農
林
漁
業

協
同
組
合
な
ど

対
象
事
業

①
新
規
開
業
ま
た
は
新
事
業
展
開

②
事
業
期
間
が
１
年
以
内
で
あ
っ
て

若
年
者（
39
歳
以
下
）を
正
規
雇
用

と
し
て
２
名
以
上
新
た
に
雇
い
入

れ
、
か
つ
３
か
月
以
上
継
続
雇
用

今月の年年 金金 のお話

き
る
期
間
は
申
請
時
点
の
直
前
の
７

月（
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
４
月
）

ま
で
で
し
た
が
、
納
付
期
限
か
ら
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間（
申
請

時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
）に

つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
申

請
で
き
る
期
間
が
短
く
な
り
、
納
付

期
限
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効

に
よ
り
免
除
の
申
請
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
対
象
者

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
個
別
に

案
内
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
請
場
所
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
「
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
、

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
請
求
手
続

き
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

６
月
12
日（
木
）

９
時
３０
分
～

３０

１６
時

場
所

富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

し
て
い
る
こ
と

募
集
要
件

平
成
25
年
４
月
２
日
以

降
に
着
手
し
、
平
成
26
年
４
月
１

日
～
平
成
27
年
３
月

27

31
日
の
間
に

完
了
す
る
事
業

交
付
額

①
雇
用
奨
励
金

正
規
雇
用
の
若
年

者
１
人
15
万
円（
上
限

15

10
人
）

②
事
業
費
補
助
金

補
助
対
象
経
費

の
50
％
以
内（
上
限

50

100
万
円
）

募
集
期
限

７
月
１
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ

上
川
総
合
振
興

局
商
工
労
働
観
光
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
３
９

地
域
若
年
者
雇
用
奨
励
事

地
域
若
年
者
雇
用
奨
励
事
業業

コース全長18.5ｋｍ、最大標高差1,050ｍの自転車ヒ

ルクライムレースを開催します。ご参加ください。

日 時 7月6日（日） 6時受付 7時30分スタート

場 所 上富良野町内（日の出公園→道道吹上上富良野

線→十勝岳温泉駐車場）

参加料 8,000円（別途エントリー手数料がかかります）

申込み http://great-earth.jpからお申込みください

問合せ 産業振興課商工観光班 拶盈6983

十勝岳サイクリングクラブ 拶盈2254

第１回かみふらの十勝岳ヒルクライムレース

見晴台情報ステーションに野菜直売所を開設します。

上富良野産の旬の野菜がずらりと並びます。取れたて

新鮮な地元の味をぜひ、ご堪能ください。

期 間 6月7日（土）～9月27日（土）までの毎週土曜日

時 間 9時～16時

場 所 見晴台情報ステーション

（見晴台公園内）

問合せ かみふらの十勝岳観光協会

拶盈3150

見晴台公園野菜直売所オープン

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
トト

実
践
講
習

実
践
講
習
会会

か
み
ふ
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

の
会
で
は
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
マ
ス
タ
ー
の
仙
波
惠
美
子
氏
を
講

師
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
10
日（
火
）１３

時
１３

３０
分
～

場
所

日
の
出
公
園
休
憩
舎

参
加
料

作
品
に
よ
り
異
な
り
ま
す

定
員

１０
人
程
度

申
込
期
限

５
月
30
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ

建
設
水
道
課
建
設
班

拶
盈
６
９
８
１

そ
の
そ
の
他他

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か
？？

筆
界
特
定
制

筆
界
特
定
制
度度

法
務
局
で
は
土
地
が
登
記
さ
れ
た

際
の
筆
界
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

「
筆
界
特
定
制
度
」
に
基
づ
く
筆
界

特
定
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

所
有
者
の
経
済
的
負
担
が
少
な
く
、

裁
判
所
の
境
界
確
定
訴
訟
よ
り
も
迅

速
に
筆
界
を
特
定
で
き
ま
す
。

隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
な
く

て
困
っ
て
い
る
、
筆
界
に
つ
い
て
隣

地
の
所
有
者
と
の
間
で
争
い
の
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

旭
川
地
方
法
務
局
登
記

部
門
表
示
登
記
専
門
官

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
４
５



ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょこここここここここここここここここここここここここここここっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちょこっとととととととととととととととととととととととととととととと自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢自慢わた
し

わた
しのの  ねぇねねぇねぇぇ

見て見て　　見て見て！！

あなたの「ちょこっと自慢」をお寄せください！　町民生活課自治推進班拶盈６９８５

　
今
月
は
先
月
に
引
き
続
き
、
教
育
委
員
会

の
教
育
振
興
課
の
も
う
一
つ
の
班
、
社
会
教

育
班
の
お
仕
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
と
は
「
社
会
教
育
法
」
で
学
校

で
行
わ
れ
る
教
育
活
動
を
除
い
た
、
主
と
し

て
青
少
年
や
成
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
教
育

活
動
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
生
涯

学
習
」
と
い
う
表
現
も
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
自
主
的
に

何
か
を
学
ん
で
人
生
を
も
っ
と
豊
か
に
、

も
っ
と
楽
し
も
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
や
居
場
所
づ
く

り
、
高
齢
者
が
集
う
い
し
ず
え
大
学
の
運

営
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

や
芸
能
、
芸
術
な
ど
に
触
れ
る
機
会
の
提
供

を
は
じ
め
文
化
財
や
史
跡
、
遺
跡
の
保
護
、

図
書
館
の
運
営
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
な
ど
の
学
習
施
設
や
富
原
運
動
公

園
な
ど
体
育
施
設
の
管
理
な
ど
、
所
管
す
る

業
務
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
や
読
書
、
映
画
を
見
た
り

ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が

「
生
涯
学
習
」
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
守
備
範
囲
の
広
さ
は
大
リ
ー
グ
　
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
イ
チ
ロ
ー
並
み
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

ドラム缶風呂を沸かす
のも社会教育班のお仕
事 ! （野外体験活動にて）

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
公
民
館
講
座
な
ど
の
行
事
は

当
然
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
よ
う

休
日
や
夜
間
に
行
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
通

常
勤
務
時
間
以
外
の
業
務
が
多
い
と
い
う
役

所
の
中
で
は
異
色
の
部
署
。
特
に
総
合
文
化

祭
の
前
後
に
は
職
員
７
人
、
非
常
勤
嘱
託
職

員
３
人
、
計
　
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
総
動
員
で

10

朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

　
今
年
は
公
民
館
の
外
壁
や
社
教
セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
屋
根
な
ど
の
改
修
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
の
更
新
の
ほ
か
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

の
際
に
よ
り
良
い
音
で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
音

響
反
射
板
を
購
入
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の

補
修
や
整
備
に
多
く
の
予
算
が
割
か
れ
る
予

定
で
、
担
当
す
る
鈴
木
真
弓
社
会
教
育
班
主

幹
は
「
ど
の
施
設
も
年
数
が
経
過
し
老
朽
化

し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、
生
き

生
き
と
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
老
若
男
女
、
誰
も
が
み
ん
な
生
き
が
い
を

持
っ
て
、
人
生
を
豊
か
に
、
笑
顔
で
過
ご
す

た
め
に
…
。
休
日
出
勤
や
時
間
外
勤
務
も
何

の
そ
の（
　
）、
社
会
教
育
班
の
ス
タ
ッ
フ
は

!?

今
日
も
頑
張
る
の
で
あ
り
ま
ー
す
！

広報かみふらの ２０１４.5　餓

役
場
の
お
仕

役
場
の
お
仕
事事

「
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班
」
の

「
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班
」
の
巻巻

「
お
役
所
仕
事
」
じ
ゃ
な
く
て
、

　
色
と
り
ど
り
の
ガ
ラ
ス
板
を
組
み
合

わ
せ
て
仕
上
げ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。

７
年
前
か
ら
教
室
に
通
い
、
作
品
作
り

を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　「
一
枚
の
ガ
ラ
ス
か
ら
パ
ー
ツ
を
切

り
出
し
、
ハ
ン
ダ
付
け
で
地
道
に
組
み

立
て
ま
す
。
パ
ー
ツ
が
増
え
る
と
作
業

は
大
変
だ
け
ど
夢
中
に
な
り
ま
す
ね
。

以
前
か
ら
光
る
も
の
が
好
き
で
す
が
、

こ
ん
な
に
は
ま
る
と
は
…
」
と
苦
笑

い
。
明
か
り
を
と
も
す
と
、
ガ
ラ
ス
の

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
か
ら
は
ム
ー
デ
ィ
ー

で
美
し
い
光
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　「
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
も
ガ
ラ
ス
の
色

や
柄
で
雰
囲
気
が
変
わ
る
の
が
楽
し

い
。
出
来
上
が
り
を
想
像
し
て
作
っ
て

も
、
実
際
ど
ん
な
も
の
に
な
る
か
、
ラ

ン
プ
を
つ
け
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
ド
キ

ド
キ
感
が
あ
り
ま
す
」
と
、
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
に
も
負
け
な
い
キ
ラ
キ
ラ
し
た

美しい曲線を出すの美しい曲線を出すのにに苦苦
心したランプシェー心したランプシェードド

丘町1丁目 大角恭子さん 丘町1丁目　大角恭子さんのの

ステンドグラステンドグラスス

瞳
で
、

そ
の
魅

力
を
話

し
て
く

れ
ま
し

た
。

－ 西保育園 －かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっこここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャラララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

 新屋 　 朝己 くん
し ん や  と も き

（平成20年生まれ）

 三枝 　 桃 ちゃん
みつえだ もも

（平成21年生まれ）

　「うちのこいのぼりより小さい」
と、こいのぼりを揺らす朝己く
ん。かっこよくするため、うろこ
に見立てた水色・ピンク・黄色の
花紙を、透明コップに入れてカラ
フルなコイに仕上げました。

 作
品
名
　
『
こ
い
の
ぼ
り
』 　ピンクと黄色の花紙がかわい

い、女の子のこいのぼりを作った
桃ちゃん。目もぱっちりです嗣
　先生が教えてくれたとおり丁寧
に作り、ビニールテープのしっぽ
もきれいに切れました。
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～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
らら
炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

問合せ 上富良野消防署救急救助係 拶盈２１１９

救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
かか

る
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

開
設
当
初
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
も

緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
今
で
は

日
々
の
活
動
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
を
見
つ
け
、
自
信
と
意
欲
に
つ

な
が
っ
て
い
る
姿
が
随
所
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
春
か
ら
は
、
新
た
に
事
業
所
の
裏

の
畑
で
花
や
野
菜
作
り
を
始
め
る
予
定
で
、

か
み
ん
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
所
さ
れ
て
い

問合せ 保健福祉課福祉対策班 拶盈6987

昨
年
10
月
１
日
、
町
内
の
緑
町

３
丁
目
１
番
８
号
に
開
設
さ
れ
た

「
社
会
福
祉
法
人
富
良
野
あ
さ
ひ

郷

北
の
峯
学
園
上
富
良
野
事
業

所
」
で
は
、
主
に
知
的
障
が
い
を

持
っ
た
成
人
の
方
を
対
象
に
通
所

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
み

ん
へ
の
給
食
提
供
、
コ
ー
ヒ
ー
豆

の
選
別
・
焙
煎
、
キ
ャ
ン
ド
ル
製

作
を
行
い
、
そ
の
収
益
に
応
じ
て

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
毎
月
工
賃

（
※
）を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

～笑顔と笑い声があふれる毎日です～

町内３つの障がい福祉サービス事業所
（なないろニカラ、北の峯学園上富良野事
業所、ヒューマンインターフェイス）での
出来事を月替わりでお伝えしています！

事
業
所
で
は
冗
談
が
飛
び
交
い
、
笑
顔
や

笑
い
声
が
絶
え
ず
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
ほ
ど
日
々
、
楽
し
く

か
か
わ
り
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩

み
、
と
も
に
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
、
引
い
て
は
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業

所
と
な
る
よ
う
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
障
が
い
を
お
持
ち
で
、
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
一
度
、
気
軽
に
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
一
同

※
工
賃
と
は
…
本
事
業
所
が
行
う
「
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
」
で
は
利
用
者
と
雇
用
契

約
を
結
ば
な
い
た
め
、
支
払
わ
れ
る
金
銭

は
賃
金
で
は
な
く
工
賃
と
呼
ば
れ
ま
す
。みんな笑顔でハイ、ポーズ！

北の峯学園上富良野事業所だより北の峯学園上富良野事業所だより

一時一時雨雨
本日は本日は……

晴れ晴れ時々時々くもくもりり

突
然
の
病
気
や
け
が
な
ど
は
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
。

そ
ん
な
と
き
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

適
切
な
応
急
手
当
て
が
命
を
救
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
に
あ
る
命

を
救
え
る
か
ど
う
か
は
、
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
応
急
手
当
て
を
「
知
っ
て
い
る
」
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

上
富
良
野
消
防
署
で
は
応
急
手
当
て
の
知

識
と
技
術
の
普
及
の
た
め
、
心
肺
蘇
生
法
や

A
E
D
の
使
い
方
、
け
が
の
手
当
て
な
ど
の

講
習
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
習
メ

ニ
ュ
ー
は
、
下
表
の
中
か
ら
ご
希
望
の
も
の

を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い

ひ
と
つ
の
命
を
守
る

た
め
仲
間
と
一
緒

に
、
町
内
会
や
サ
ー

ク
ル
で
、
ま
た
は
職

場
単
位
で
講
習
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【救命講習メニュー表】
講習内容講習時間講習種別

心肺蘇生法とけがの手当てなどを学ぶコース希望の時間一般救命講習

普通救命講習を受けたくても時間が取れない方、
これから普通救命講習を受講される方などを対
象とした、胸骨圧迫やAEDを中心に学ぶコース

90分救命入門コース

心肺蘇生法（主に成人を対象）
異物除去法と大出血時の止血法

18０分Ｉ普通救命講習

心肺蘇生法（主に成人を対象）
異物除去法と大出血時の止血法
小児、乳児、新生児に対する心肺蘇生法

240分Ⅱ

心肺蘇生法（主に小児、乳児、新生児を対象）
異物除去法と大出血時の止血法

180分Ⅲ

心肺蘇生法（成人、小児、乳児、新生児を対象）
異物除去法と大出血時の止血法
傷病者管理法、外傷の手当て、搬送法

４８０分上級救命講習

七富良野広域情報 七

富良野市「初夏はアウトドア

イベントが盛りだくさん」

5月２４日（土） 遊々の森（山部

太陽の里）ウォーキング

6月7日（土） 富良野西岳ト

レッキング

6月１５日（日）富良野トレイル

ラン、富良野岳トレッキン

グ、原始が原トレッキング

6月２２日（日） グレートアー

ス富良野ライド

6月２８日（土)ふらの樹海の里

フットパス

※詳細は下記へお問合せくだ

さい。

問合せ ふらの観光協会

拶姥３３８８

南富良野町「カヌー・ラフ

ティングに挑戦しませんか？」

湖面にカヌーを滑らせなが

ら、見上げる景色に感動！

空知川の急流をゴムボート

で下るラフティングのスリル

に絶叫！

初めての方、ご家族でも気

軽に楽しめる各種スクールと

ツアーをご用意してお待ちし

ています。

問合せ ＮＰＯ法人南富良野

まちづくり観光協会

拶曳7000

中富良野町「総合スポーツセン

タープールオープン錘」

総合スポーツセンタープー

ルが、5月1日にオープンしま

した。屋内には水泳用や歩行

用のプールも完備しています。

期 間 5月1日～１０月３１日

時 間（月～土)10:00～21:00

（日・祝)10:00～17:00

入場料（富良野圏域の方）

大人１００円 その他５０円

問合せ 中富良野町総合スポー

ツセンター 拶瑛２３２３

占冠村「しむかっぷ村の春を

満喫」

豊かな自然が村中に広がる

占冠村。キレイな水と澄んだ

空気が、おいしくてヘルシー

な山菜を育んでいます。

5月２５日（日）に『しむかっぷ

村民山菜市』が道の駅で予定

されています。毎年、採れた

ての山菜を販売していますの

で、ぜひお越しください。

問合せ 山菜市実行委員会

拶曳８７１１



見える「かみのけ座」を紹介します。上の図は５月２３日午後9時ごろの上富

良野の星空のうちかみのけ座付近を拡大したものです。かみのけ座はしし

座のしっぽに当たるデネボラの少し上方に見える星々の集まり。双眼鏡で

４０個ほどの星で構成される星団（Mel.111）を目印に探してみてください。

この星座は、ギリシア神話では古代エジプト王妃ベレニケの髪とされて

います。エジプトと強国アッシリアとの間で戦争が起き、先頭に立って出

陣して行った若き国王の無事とエジプト軍の勝利を願い、ベレニケはとて

も大事にしている髪を切って神に捧げます。この祈りが神に届き、その髪

は天に打ち上げられて星座になったと伝えられています。

かみのけ座の方向には確認されただけでも１,０００個以上の「小宇宙」が集

まっており、「かみのけ座銀河団」と呼ばれています。小宇宙とはたくさ

んの太陽で構成される星の集まりで、私たちの小宇宙「銀河系」は約４,０００

億個の太陽で構成されています。銀河系からこの銀河団への平均距離は３.２

億光年。つまり３億年ほど前の光が見えていることになりますが、残念な

がら望遠鏡でもかすかに見える程度のものばかりですので、図書館やイン

ターネットで「かみのけ座銀河団」で調べて

みてください。気が遠くなるほどの宇宙の大

きさが想像できるかもしれません。（右は

ハッブル宇宙望遠鏡で撮影したかみのけ座銀

河団の画像。円を描いているように見えるの

は重力レンズ効果によるもの）

【ちょっと注目！】太陽に一番近いためなか

なかお目にかかれない惑星「水星」が5月２５

日に東方最大離角（太陽から左側に一番遠く

離れる）となり、日没後の西の低空で見ること

ができます。３１日の午後7時過ぎには右図の

ように細い月と並び、左上には木星が明るく

光っているので見つけやすくなります。
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ご意見・ご感想をお寄せください。

参071‐0596

北海道空知郡上富良野町

大町２丁目２番11号

拶0167盈6985 鯖0167盈5362

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

jichi@town.kamifurano.lg.jp

広報かみふらの２０１４.5 介

町へ
◎株式会社北海道放射線管理センター

（札幌市） 100万円

◎株式会社上富良野振興公社 550万円

◎石灘啓純さん ３万円

◎工藤栄子さん 20万円

ラベンダーハイツへ
◎桜井博子さん（旭川市） ５万円

社会福祉協議会へ
◎上富良野町飲食店組合 15,257円

たくさんの善意
ありがとうございました

5月は西のふたご座に

木星、南のおとめ座に

は赤色の火星、そして

南東のてんびん座には

土星が輝き、３惑星大

集合というにぎやかな

星空になります。

さて今回は西南西の

方角、約７０度の高さ（5月

下旬の午後9時ごろ）に

☆5月の上富良野の星空は…

●人のうごき●
平成26年4月30日現在

( )は前月比

春到来。残雪をいただいた十勝岳連峰は何とも言え
ない美しさ ～かみふらの八景 旭野やまびこ高地～

住民登録

(－ 4)11,329人人口
(＋ 8)５,696人男
(－12)５,633人女
(＋32)5,211世帯世帯

外国人住民 ※住民登録の内数

(± 0)３2人人口
(± 0)12人男
(± 0)20人女
(± 0)２0世帯世帯

見上̬れ͊…見見上上̬̬れれ͊͊……

問合せ
教育振興課社会教育班 拶盈5511空を空空をを見上̬れ͊…見見上上̬̬れれ͊͊……
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西→←南 南西

NPO法人東亜天文学会会員の犬上達

也さんを講師に、月や木星、火星、土星

をはじめ星雲、星団を天文台の望遠鏡

を使って観察するほか、屋上で解説を

聞きながら春の星座を眺めます。

悪天候の場合は、当日１６時以降に中

止の連絡をします。参加料は無料です。

日時 6月3日（火） 20～21時

場所 上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員 25人（中学生以下は保護者同伴）

申込期限 5月30日（金）

申込み・問合せ

教育振興課社会教育班 拶盈5511

ĶĶのののഛഛഛఘఘఘ۷۷۷བབབٛٛٛķķののഛഛఘఘ۷۷བབٛٛ

５月は滞納税一掃
強調月間です!!

税金の納め忘れはありませんか？

滞納税を放置すると、法律に基づき

財産の差押をすることとなります。納

付できない特別な事情がある場合は、

必ず納税相談をしてください。

問合せ 町民生活課税務班拶盈６９８９

平成25年度差押実績 136件

「やっぱりこのまちが好きだから」は誌面の都合上、お休みしました。




